
緊急地震速報の提供状況について 

 
 
１ 対象とした期間 

   平成１８年 ８月 １日 ～ 平成１８年 ９月１１日 
 
 
２ 対象とした地震 

観測された最大震度が４以上、または、緊急地震速報で推定した最大震度が５弱

以上となった地震（誤報を含む）：３例 
震源要素（暫定） 震源要素等 

 
地震検知時刻 

北緯 東経 深さ
ﾏｸﾞﾆ

ﾁｭｰﾄﾞ

観測さ

れた最

大震度

震央地名

緊急地震速報の

第１報で推定し

た最大震度 

地 震 検 知

から第 1 報
までの時間

備考 

平成 18 年 8 月 31 日 

17 時 18 分 29.6 秒 
35°37.9′ 140°01.4′ 76km 4.8 4 東京湾 

震度 3程度 

以上 
3.7 秒 

別添 

資料①

平成 18 年 9 月 1 日 

07 時 58 分 35.4 秒 
28°41.4′ 130°14.3′ 55km 5.4 3 

奄美大島

近海 

震度 3程度 

以上 
3.5 秒 

別添 

資料②

平成 18 年 9 月 6 日 

04 時 12 分 51.4 秒 

（誤   報） 

－ － － － － － 
震度 5弱程度 

以上 
3.6 秒 

別添 

資料③

 

（参考資料）



 

震源

第1報

××

第2報～第3報、第7報～第8報

×

第4報～第6報

×

第9報～最終報

＜別添資料①＞ 

緊急地震速報の内容 

発生した地震の概要 
 

 
 
１ 震度4以上を観測した主な地点における 

情報提供から主要動到達までの時間及び 
観測された震度 

   
 

注）時間は、小数点１位以下を切り捨て 
 
 
 
 
 
 
２ 緊急地震速報の詳細（表中の網掛は、2点以上の観測点のデータを用いて最も早く提供し
た情報であることを表す） 

※1 最大震度3程度以上 

※2 最大震度4程度以上 

※3 最大震度2程度以上 
 

地震発生日時 震央地名 北緯 東経 深さ ﾏｸﾞﾆﾁｭｰﾄﾞ 最大震度

平成18年8月31日17時18分18.6秒 東京湾 35°37.9′ 140°01.4′ 76km 4.8 4 

情報提供から主要動到達までの時間

地点名 
第1報 2点以上の観測点ﾃﾞｰﾀ

を用いた最初の情報 
震度 

神奈川県横浜市 6秒 6秒 4 

神奈川県相模原市 8秒 8秒 4 

神奈川県厚木市 9秒 9秒 4 

震  源  要  素 提供から主要動到達までの時間 
       震源要素等 

 

 

提供時刻等 

地震波検知 

からの経過 

時間 北緯 東経 深さ ﾏｸﾞﾆﾁｭｰﾄﾞ 横浜市 相模原市 厚木市 

推定した

最大震度

地震 

検知時刻 
17時18分29.6秒          

第1報 17時18分33.3秒 3.7秒 35.7° 140.1° 50㎞ 4.3 6秒 8秒 9秒 ※1 

第2報 17時18分34.1秒 4.5秒 35.6° 140.0° 80㎞ 5.2 5秒 7秒 8秒 ※2 

第3報 17時18分37.6秒 8.0秒 35.6° 140.0° 70㎞ 3.9 1秒 3秒 4秒 ※3 

第4報 17時18分41.1秒 11.5秒 35.6° 140.1° 80㎞ 4.3 － － － ※1 

第5報 17時18分42.4秒 12.8秒 35.6° 140.1° 80㎞ 5.1 － － － ※1 

第6報 17時18分45.4秒 15.8秒 35.6° 140.1° 80㎞ 5.1 － － － ※1 

第7報 17時18分57.6秒 28.0秒 35.6° 140.0° 110㎞ 5.1 － － － ※1 

第8報 17時19分00.1秒 30.5秒 35.6° 140.0° 110㎞ 5.1 － － － ※1 

第9報 17時19分03.4秒 33.8秒 35.7° 140.0° 80㎞ 5.1 － － － ※1 

最終報 17時19分16.1秒 46.5秒 35.7° 140.0° 80㎞ 5.1 － － － ※1 

図：推定した震源の位置



 

　発生した地震の概要（暫定値）
　　平成18年8月31日17時18分　東京湾
　　北緯35度37.9分､東経140度01.4分､深さ76㎞､ﾏｸﾞﾆﾁｭｰﾄﾞ4.8

緊急地震速報の第1報提供
から主要動到達までの時間

：震源

神奈川県横浜市　6秒
（震度4）　

神奈川県厚木市　9秒
（震度4）　

神奈川県相模原市　8秒
（震度4）　

 



 

震源

第2報～第4報

×

×

第1報

×

第8報～最終報

×第5報～第7報

＜別添資料②＞ 

緊急地震速報の内容 

発生した地震の概要 
 

 
 
１ 震度4以上を観測した主な地点における 

情報提供から主要動到達までの時間及び 
観測された震度 

   
 

 
 
 
 
 
 
  
２ 緊急地震速報の詳細（表中の網掛は、2点以上の観測点のデータを用いて最も早く提供し
た情報であることを表す） 

※1 最大震度3程度以上 

※2 最大震度4程度以上 

※3 震度5弱程度以上 鹿児島県奄美南部 
（注）推定した震源の位置が実際の震源に比べ大きくずれたため、マグニチュードが大きく推定され、推定 
した最大震度も過大となった、 

 

地震発生日時 震央地名 北緯 東経 深さ ﾏｸﾞﾆﾁｭｰﾄﾞ 最大震度

平成18年9月1日07時58分24.3秒 奄美大島近海 28°41.4′ 130°14.3′ 55km 5.4 3 

情報提供から主要動到達までの時間

地点名 
第1報 2点以上の観測点ﾃﾞｰﾀ

を用いた最初の情報 
震度 

なし    

震  源  要  素 提供から主要動到達までの時間
       震源要素等 

 

 

提供時刻等 

地震波検知 

からの経過 

時間 北緯 東経 深さ ﾏｸﾞﾆﾁｭｰﾄﾞ 震度4以上を観測した地点はない

推定した 

最大震度 

地震 

検知時刻 
07時58分35.4秒        

第1報 07時58分38.9秒 3.5秒 28.5° 131.1° 10㎞ 5.7 － ※1 

第2報 07時58分39.9秒 4.5秒 27.6° 128.7° 10㎞ 5.9 － ※2 

第3報 07時58分46.1秒 10.7秒 27.6° 128.7° 10㎞ 6.4 － ※3(注) 

第4報 07時58分46.3秒 10.9秒 27.6° 128.7° 10㎞ 6.4 － ※3(注) 

第5報 07時58分47.1秒 11.7秒 28.7° 130.2° 60㎞ 5.7 － ※2 

第6報 07時58分48.1秒 12.7秒 28.7° 130.2° 60㎞ 5.9  ※2 

第7報 07時58分49.1秒 13.7秒 28.7° 130.2° 60㎞ 5.6  ※1 

第8報 07時59分05.2秒 29.8秒 28.8° 130.0° 30㎞ 5.7  ※2 

第9報 07時59分10.6秒 35.2秒 28.8° 130.0° 30㎞ 5.8  ※2 

第10報 07時59分31.1秒 55.7秒 28.8° 130.0° 30㎞ 5.7  ※2 

最終報 07時59分42.0秒 66.6秒 28.8° 130.0° 30㎞ 5.7 － ※2 

図：推定した震源の位置



 

　発生した地震の概要（暫定値）
　　平成18年9月1日07時58分　奄美大島近海
　　北緯28度41.4分､東経130度14.3分､深さ55㎞､ﾏｸﾞﾆﾁｭｰﾄﾞ5.4

緊急地震速報の第1報提供
から主要動到達までの時間

：震源

 



＜別添資料③＞ 

 

落雷による緊急地震速報（誤報）の発信について(平成 18 年 9 月 6日 4 時 12 分頃) 

 
 平成 18 年 9 月 6 日 4 時 12 分 51 秒頃、鹿児島県田代観測点において大きな振

幅の振動を観測し、これに基づき同 4 時 12 分 55 秒に最大推定震度を５弱とす

る緊急地震速報第１報を発表しました。しかし、その後周囲の観測点で振動が

観測されないことから、田代観測点で観測した振動は、地震以外の原因による

ものと判定し、第１報発表から 16 秒後に、緊急地震速報の取り消し報を発表し

ました。 

 

 当時、鹿児島県大隅半島付近では雷雲が観測されていることから、田代観測

点で観測された振動は、落雷によるものと推定されます。 

 

 現在実施している緊急地震速報の先行提供では、迅速性の観点から、１点で

の観測でも緊急地震速報を発表しており、このことから、今回のように落雷等

の原因で誤報が発表されることがあります。 

平成 18 年 3 月 30 日に緊急地震速報の試験提供の対象地域を全国に拡大して

以降、現在までに、緊急地震速報を約 400 回発表していますが、このうち誤報

は今回を含め２回目です。 

 

 気象庁では、今回のような誤報を回避するための方策について、今後も技術

的な検討を進めて参ります。 
 
 

※1 震度 5弱程度以上 鹿児島県大隅 
※2 最大震度 4程度以上 
 

なお、現在準備を進めている、広く国民に向けて発表する緊急地震速報では、２点以上

の観測点で観測された場合に発表することとしており、今回のケースでは、誤報は生じま

せん。 

震  源  要  素        震源要素等 

 

 

提供時刻等 

地震波検知

からの経過

時間 北緯 東経 深さ ﾏｸﾞﾆﾁｭｰﾄﾞ 

推定した

最大震度

検知時刻 04 時 12 分 51.4 秒       

第 1 報 04 時 12 分 55.0 秒 3.6 秒 31.1° 130.7° 10 ㎞ 5.7 ※1 

第 2 報 04 時 12 分 56.0 秒 4.6 秒 31.1° 130.7° 10 ㎞ 5.1 ※2 

第 3 報 04 時 13 分 02.1 秒 10.7 秒 31.1° 130.7° 10 ㎞ 5.1 ※2 

取り消し報 04 時 13 分 11.2 秒 19.8 秒 － － － － － 



緊急地震速報とは 

 
緊急地震速報は、震源に近い観測点で地震を検知し、直ちに震源位

置やマグニチュードを推定し、大きな揺れが迫っていることをお知ら

せすることを目指す情報です。 

 緊急地震速報には、次のような限界がありますが、このような限界

を踏まえつつ、緊急地震速報を適切に活用し、大きな揺れが到達する

前に対策を講じることで、地震災害の軽減が期待されます。 

（１）震源に近いところでは情報の提供が大きな揺れの到達に間に合

わない。 

（２）震度等の推定には誤差を伴うことがある。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 気象庁では、全国約 200 箇所の地震計に加え、(独)防災科学技術研

究所の高感度地震観測網（全国約 800 箇所）を利用し、緊急地震速報

の先行的な提供を、平成 18 年 8 月 1 日から行っています。 

気象庁では緊急地震速報がより有効な情報となるよう、今後も、

(独)防災科学技術研究所と協力して、緊急地震速報の高度化に努めて

いきます。 

（別紙）
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